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抄　　録

　本研究の目的は、「世論に従うのが民主主義」「民主主義は多数決」といった現代の素朴

で固定的な民主主義観を生徒たちが見直し、今後のより良い民主主義のあり方を追究する

ことができるようになるには、どのような論理によって授業を構成すべきか、また、それ

に基づくと、どのような授業が考えられるかを明らかにすることである。その概要は、以

下の点に要約される。

　第一に、単元・授業の構成の論理としては、「理性」と「感情」を民主主義理解のため

のキー概念として選択し、さらにこれらの概念を具体的に考えられるようになるための教

材として「輿論（ヨロン）」と「世論（セロン）」の二つの言葉を用いる。

　第二に、「輿論」と「世論」の概念上の相違と歴史的変遷に関する探究を単元の主な学

習過程とし、その中で得られた知識を議論に活用することで、今後の民主主義のあり方を

生徒たちが批判的に追究できるようにする。

　以上の二点に基づき、単元構成と、単元の結びとなる授業の学習指導案を作成した。 
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